
利益相反の開示 
 

医学研究では「外部との利益関係から正当な研究ができない状況」 

医学研究に関する利益相反とは、外部との利益関係から研究が正当に行えない

状況のことです。研究を依頼された顧客の利益または不利益が生じることから、

研究結果の判断に影響が及ぶ状況を指します。 

利益相反の開示と管理が重要 

公正な立場である研究者が外部の利益関係からによって公正に研究結果を提示

できない利益相反はあってはならない行為とされています。そのため研究者には

利益相反とならないように研究を進め、利益相反が発覚した場合にはそのことを

開示するなど、利益相反の管理を行っている研究機関があります。 

 
 


